
学校紹介
⃝平成29年４月に開校する、知的障害のある生徒を対象とした高等部単独校です。
●現在の青森県立八戸第二養護学校高等部を分離・移転し、普通科に加え、新たに

産業科を設置します。
●寄宿舎の設置はありません。
●学校給食を実施します。

●学科

●主な教室等

各学年、普通科５学級、産業科２学級の設置を予定しています。

各教室の教材等は今後、整備される予定です。

普通科は、開校初年度から
１～３学年が在籍すること
となります。産業科は、開
校初年度は１学年のみの在
籍となります。

平成29年度 平成30年度 平成31年度
普通科 産業科 普通科 産業科 普通科 産業科

１学年 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
２学年 ◯ 在籍なし ◯ ◯ ◯ ◯
３学年 ◯ 在籍なし ◯ 在籍なし ◯ ◯

食品加工実習室

接客実習室

普通教室

３階

１階

２階3 階ホール

ビルメンテナンス実習室

図書室

平成29年４月開校！

青森県立八戸高等支援学校
学 校 案 内

生徒一人一人の卒業後の社会的・職業的自立に向け、
保護者や支援者とともに、

本人の夢や志の実現を目指す学校です。

前進
意志

協調

校舎からは雄大な太平洋を望むことができ、
国立公園のある豊かな自然環境のもと、

地域に開かれた学校づくりを目指します。

《連絡先》

青森県立八戸高等支援学校開設準備室
〒031-0815 青森県八戸市松館字水野平20-19
（青森県立八戸第二養護学校内）
TEL 0178-96-6868（準備室直通）
FAX 0178-96-6869（準備室直通）
E-mail hachinohe2-sh@asn.ed.jp
ウェブサイト http://www.hachinohehi-shien.asn.ed.jp/

制服はスクールカラーの青を
基調にしたクラシックなブレ
ザースタイルです。
スクールカラーのブルーを、制服
のワイシャツやトレーニングウェ
アのラインに使用しています。

ブルーのストライプに、女子
はピンク、男子はグリーンの
ラインが入っています

八高支ライフ
●主な学校行事等

制服 &
トレーニングウェア

快適に作業ができる
動きやすさ抜群の
作業服です！

トレーニングウェアは吸汗性が
良く、風の進入を防ぎ、身体
を冷えから守る防風素材です。

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

前 期 後 期

⃝入学式
⃝始業式
⃝地域での奉仕活動

⃝体育祭
⃝地域での奉仕活動

⃝産業科校内実習（10日間）

⃝普通科現場実習（5日間）
⃝産業科現場実習（10日間）

⃝⃝日帰り研修旅行

⃝普通科現場実習（2日間）
⃝普通科校内実習（10日間）

⃝⃝働く先輩に学ぶ会

⃝普通科校内実習（10日間）

⃝産業科現場実習（5日間）
⃝⃝宿泊研修（1泊2日、八戸市内）

⃝⃝修学旅行（2泊3日、東京方面）

⃝⃝職場見学会

⃝普通科現場実習（5日間）
⃝産業科現場実習（10日間）

⃝⃝現場実習（本人及び保護者の意向を踏まえて、個別に実習先・実習内容・実習期間等を決定し、実施します。）

⃝種差トレイルウォーク

⃝学校祭
⃝地域での奉仕活動

⃝生徒会
　役員選挙
⃝球技大会
⃝地域での
　奉仕活動

⃝卒業式
⃝修了式

⃝オープンキャンパス①（見学） ⃝オープンキャンパス②（体験）

⃝普通科入学者選抜
⃝普通科合格発表

⃝産業科入学者選抜
⃝産業科合格発表

⃝入学者説明会

全
校

１
学
年

２
学
年

３
学
年

1徒歩・公共交通機関による自力通学

2福祉施設サービス・保護者等の送迎
による通学

　※スクールバス・寄宿舎はありません。

※始業時刻及び終業時刻に合わせて、は
ちのへ市営バスが運行される予定です。　

みなとや

鮫中学校
東消防署
鮫分署

かもめ幼稚園

鮫小学校

さめ保育園

タイヘイ牧場

八戸高等
支援学校

マリエント

バス停（旧南高校前）

八戸シーガル
ビューホテル

鮫　駅

■JR鮫駅下車・徒歩20分
■はちのへ市営バス・旧南高校前バス停下車 はちのへ市営バス路線

所 在 地
主な通学の方法

⃝夏季休業 ⃝冬季休業



キャリアプランニング

特別活動

総合的な学習の時間

流通・サービス

国語　社会　数学　
理科　音楽　美術　
保健体育　職業　　
家庭　外国語　情報

家　政工　業

環境・オフィス
サービスコース

フードサービス
コース

産業科 で履修する主な教科等

時　　間 月 火 水 木 金
08：30～08：35 SHR
08：35～09：05 1 キャリアプランニング
09：10～10：00 2 数学 職業に

関する
教　科

職業 職業に
関する
教　科

外国語
10：05～10：55 3 社会 保健

体育
職業

11：00～11：50 4 音楽 理科

11：50～12：55 昼食
休憩

給　食　準　備
昼　食・休　憩

12：55～13：45
（水12：55～13：00）　 5 情報 職業に

関する
教　科

SHR 職業に
関する
教　科

国語

13：50～14：40 6 総合的な学習の時間 家庭
14：45～15：35 7 LHR 美術
15：35～15：40 SHR SHR

産業科の例

●週日課表

●１学年は、全ての生徒に同じカ
リキュラムを設定します。

●２・３学年では、職業に関する
教科について、環境・オフィス
サービスコースには「工業」、「流
通・サービス」を、フードサー
ビスコースには「流通・サービ
ス」、「家政」を設定します。

●道徳及び自立活動は、教育活動
全体をとおして指導します。

水曜日の放課後は、生徒が主体と
なった課外活動の実施を予定していま
す。なお、課外活動は年間をとおして、
計画的に実施します。工 業

製本、納品等の印刷に関する
基礎的・基本的な知識と技術
を生かし、安全や衛生に気を
付けながら、コンピュータ等
の情報機器を適切に取り扱っ
て作業を遂行できる力を育て
ます。 流通・サービス

商品管理、販売、清掃、事務
に関する基礎的・基本的な知
識と技術を生かし、安全や衛
生に気を付けながら、他者と
協力して作業を遂行できる力
を育てます。

家 政
調理、製菓、食品に関する基
礎的・基本的な知識と技術を
生かし、安全や衛生面に気を
付けながら、調理機器や食品
を適切に取り扱った作業を遂
行できる力を育てます。

キャリアプランニング
社会生活に必要な知識を身に付け
るとともに、様々な場面を想定し
たロールプレイや地域の外部講師
による学習会などをとおして、社
会生活を営む上で必要な道徳性を
養います。併せて、就労への意欲
や就労に関する知識・技能を身に
付け、主体的に進路を選択する力
を育てます。

将来の自立と社会参加に向けて、
地域社会の中で活躍する生徒を育てる。

自分を見つめ、
自己実現を目指す生徒

前 進
自分で考え、判断し、

行動する生徒

意 志
周囲の人と協力して

活動する生徒

協 調

入 学 者 選 抜

普通科 産業科
●社会生活や日常生活に必要な知識・技能を
もち、積極的に自立・社会参加をする生徒

●自分の意志や要求を適切に表現できる力を
もち、社会の変化に対応できる生徒

●思いやりと感謝の心をもち、他者との関わ
りを大切にする生徒

●職業生活や社会生活に必要な知識・技能を
もち、積極的に自立・社会参加をする生徒
●身の回りの情報を自己判断・自己選択・自己決定
できる力をもち、社会の変化に対応できる生徒

●思いやりと感謝の心をもち、周囲とともに
自分を高め合っていこうとする生徒

生 活
コース

自立した生活に必要な知
識・技能を学び、自分の
役割を見つけ、社会の中
で求められる態度を身に
付けます。

社 会
コース

生活や働く上で必要な知
識・技能を学び、自らの
力を社会で発揮する態度
を身に付けます。

職 業
コース

企業等への就労を視野
に、必要な知識・技能を
学び、主体的に進路を選
択する態度を身に付けま
す。
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、
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に
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	 	 社会生活への移行	

卒業後に地域の人々との関わりの中
で自分らしく生活できるよう、生徒一人
一人に応じた適切な指導をとおして、
一般就労や福祉就労等を目指します。

卒業後に主体的な社会参加ができる
よう、職業に関する教科の学習等、
専門的なカリキュラムによる指導を
とおして、一般就労を目指します。

目
指
す
生
徒
像

目
指
す
生
徒
像

学力検査調査書 （国語・数学） 集団行動・作業能力等検査

一般就労

環境・オフィスサービスコース

ポリッシャー等の専門機
器を使った清掃業務に関
する学習をとおして、就
労に必要な技能と実践的
な態度を身に付けます。

環境サービスコース
コンピューターによる在庫管
理や運搬・ピッキング・梱包
等、物流に関する学習をとお
して、就労に必要な技能と実
践的な態度を身に付けます。

オフィスサービスコース

フードサービスコース

パン・焼き菓子等の製造・
模擬販売学習等をとおし
て、就労に必要な技能と
実践的な態度を身に付け
ます。

職業に関する教科である「工業」､「流通・サービス」､「家政｣ について､ 基礎となる
学力を身に付けるとともに､ ２学年からのコース別に向けた自身の適性を見極めます。1学年

2学年

3学年

●過去３年間の進路状況（青森県立八戸第二養護学校高等部）
進路形態 業　種　等 25年度 26年度 27年度 合計（人）

一般企業等

製 造 3 4 4 11
小 売 ・ 飲 食 サ ー ビ ス 1 2 2 5
生 活 関 連 サ ー ビ ス 2 0 3 5
医 療 ・ 福 祉 2 0 3 5
清 掃 2 2 0 4
建 設 1 1 0 2
運 輸 0 0 1 1

合　　計（人） 11 9 13 33

福　　　祉
サ ー ビ ス
事 業 所

就  労  移  行  支  援  （※1） 10 1 0 11
就 労 継 続 支 援 Ａ 型 （※2） 1 3 2 6
就 労 継 続 支 援 Ｂ 型 （※3） 9 15 24 48
生 活 介 護 （※4） 15 10 12 37

合　　計（人） 35 29 38 102
そ の 他 3 0 1 4
卒 業 生 総 数 49 38 52 139

※1 一般企業等への就労希望者に、一定期間、就労に必要な知識の獲得や能力向上のための訓練を実施します。
※2 雇用契約に基づく就労機会の提供や、就労に必要な知識の獲得や能力向上のための訓練を実施します。
※3 生産活動・その他の活動機会の提供や、知識獲得や能力向上のための訓練・援助等を実施します。
※4 日中の入浴、排せつ、食事等の介護や、創作的活動又は生産活動の機会を提供します。

卒業生の活
躍紹介

がんばっ
ていま

す！自分なりに工夫しながら仕事をが
んばっています。もっとテキパキと
動けるようになって、将来はロール
ケーキを作れるようになりたいと
思っています。

（27年度卒業・Kさん）

空き缶リサイクルの仕事を毎日がんばっています！
（25年度卒業・Aさん）

憧れのカフ
ェで働きな

がら、

車の免許を
取りました。

今では

マイカー通
勤をしてい

ます。

とても充実
した毎日で

す。

（26年度卒
業・Kさん）

一日８時間、複合機などの解体作
業をしています。これまでの作業学
習で身に付けた体力が役立ってい
ると感じます。素直さを大切にしな
がら、楽しく仕事に向かっています。

（27年度卒業・Iさん）

自分の入院経験から、病院の仕
事に興味を持ちました。職場の
方と話せるようになり、いろいろ
な仕事を任せてもらえるようにな
りました。やりがいがあり、楽し
く働いています。
（27年度卒業・Sさん）

面接 （本人、保護者）調査書

一般就労、福祉就労等

学校教育目標

校　　　　訓

面接 （本人、保護者）

普通科 で履修する主な教科等

ワークラーニング

ライフラーニング

自立活動

特別活動

総合的な学習の時間

キャリアプランニング

国語　数学　音楽
美術　保健体育  
職業　家庭　情報

国語　数学
音楽　美術
保健体育  

国語　数学
音楽　美術
保健体育  

情報･コミュニ
ケーション

職業コース

生活コース社会コース

時　　間 月 火 水 木 金
08：30～08：35 SHR
08：35～09：05 1 ライフラーニングA
09：10～10：00 2

ワーク
ラーニング

国語
ワーク

ラーニング

数学
ワーク

ラーニング10：05～10：55 3 保健
体育

ライフ
ラーニングB11：00～11：50 4

11：50～12：55 昼食
休憩

給　食　準　備
昼　食・休　憩

12：55～13：45
（水12：55～13：00）　 5 情報・コミュニケーション SHR 情報・コミュニケーション

13：50～14：40 6 総合的な学習の時間 美術 ライフ
ラーニングB

音楽
14：45～15：35 7 LHR ライフラーニングB 自立活動
15：35～15：40 SHR SHR

普通科(社会コース)の例

●週日課表

水曜日の放課後は、生徒
が主体となった課外活動
の実施を予定しています。
なお、課外活動は年間を
とおして、計画的に実施
します。

●「生活コース」、「社会コース」、
「職業コース」の各コースで異

なるカリキュラムを設定しま
す。

●社会、理科等は、ライフラーニ
ング、ワークラーニングの時間
で、合わせて指導します。

●道徳及び自立活動は、教育活動
全体をとおして指導します。

ガラス加工 野菜栽培 リサイクル

ワークラーニング
野菜の栽培、空き缶のリサイクル、
ガラス加工、環境整備などの活動
をとおして、働くために必要な知
識・技能を身に付けます。校内外
での実習を段階的に行うことで、
身に付けた力を様々な場面で発揮
できる力を育てます。

ライフラーニングA
毎日の学校生活をとおして、挨拶
や決まりを守る態度、食習慣等を
意識して生活する力を身に付けま
す。
様々な体験活動を行う中で、身に
付けた力を場面に応じて適切に発
揮できる力を育てます。

情報・コミュニケーション
自分に合ったコミュニケーション
ツールとして、また地域社会の学習
に取り組むツールとして、タブレット
端末等を活用する知識・技能を身
に付けます。身に付けた力を、生
活や就労場面等において発揮でき
る力を育てます。

ライフラーニングB
実生活に関する内容や学校行事等
を題材にした学習をとおして、社
会参加のための知識・技能を身に
付けます。社会において自立した
生活を送るために、身に付けた力
を場面に応じて適切に活用できる
力を育てます。

場面に応じた話し方の学習


